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全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

（
全
腎
協
）
の
第
九
回
総
会
が
五
月

二
十
日
、
広
島
市
の
中
国
新
聞
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、

汗
ば
む
よ
ろ
な
好
天
の
中
を
、
北
海

道
か
ら
沖
櫛
県
ま
で
全
国
四
十
二
都

健
保
改
悪
反
対
を
特
別
決
議

全
腎
協
被
爆
の
地
広
島
で
全
国
総
会

道
府
県
の
会
員
、
家
族
、
医
療
関
係

者
な
ど
六
百
五
十
人
を
越
え
る
人
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
上
田
会
長
が
あ
い
さ
つ

を
し
、
こ
の
総
会
が
広
島
で
開
か
れ

る
意
義
を
「
障
大
暑
、
病
人
は
戦
争

中
じ
ゃ
ま
も
の
あ
つ
か
い
さ
れ
た
。

被
爆
の
都
市
・
広
島
で
平
和
へ
の
願

い
を
こ
め
て
こ
の
総
会
を
成
功
さ
せ

た
い
。
ま
た
、
広
島
は
全
腎
協
運
動

で
も
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た

(広鳥)全腎協第９回総会

地
で
あ
り
、
全
国
総
会
を
開
く
に
ふ

さ
わ
し
い
地
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
来
賓
に
は
地
元
広
島
県
知
事
、

広
島
市
長
（
両
方
と
も
代
理
）
、
政

党
（
社
・
共
・
新
自
ク
）
、
人
工
透

析
研
究
会
な
ど
の
代
表
が
出
席
、
激

励
襄
税
い
の
あ
い
さ
つ
を
送
り
ま

し
た
。
ま
た
、
各
患
者
団
体
、
厚
生

省
、
政
党
、
国
会
議
員
、
医
療
関
係

団
体
な
ど
か
ら
五
十
通
を
越
身
る
メ

ヴ
セ
ー
ジ
、
祝
電
が
寄
せ
ら
れ
、
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
こ
の
一
年
の
活
動
報

告
と
し
て
、
一
万
六
千
人
の
目
標
に

対
し
て
一
万
４
　
羊
人
の
｛
頁
で
総
会

を
迎
え
た
組
織
的
成
果
を
は
じ
め
、

腎
臓
移
植
に
関
す
る
制
度
上
、
法
律

上
の
前
進
、
腎
疾
患
の
予
防
面
で
の

前
進
な
ど
の
成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
活
動
方
針
と
し
て
「
腎
疾

患
対
策
確
立
の
た
め
に
ト
私
た
ち
の

考
え
方
」
と
題
す
る
、
予
防
か
ら
治

療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
社
会
復
帰
に
い
た

る
全
腎
協
と
し
て
の
腎
疾
患
対
策
確

立
の
た
め
の
政
策
を
は
じ
め
、
要
求

と
運
動
の
す
す
め
方
な
ど
の
方
針
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
て
、
医
療

問
題
、
社
会
復
帰
・
生
活
保
障
問
題
、

組
織
問
題
の
三
つ
の
分
科
会
で
話
し

合
い
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
の
あ
と
提
案
さ
れ
た
活
動

方
針
、
予
算
案
が
採
択
さ
れ
、
上
田

会
長
ら
役
懸
〈
十
一
人
毫
選
び
ま
し

た
。
ま
た
、
腎
疾
患
総
合
対
策
の
確

立
を
求
め
た
総
会
宣
言
、
健
康
保
険

法
の
改
悪
に
反
対
す
る
特
別
決
議
を

採
択
‥
）
、
腎
炎
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
等
の

医
療
費
公
費
負
担
、
腎
提
懲
笏
縁
者

を
一
万
人
に
す
る
こ
と
な
ど
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
患
連
で
は
、
こ
の
総
会
に
激
励

と
連
帯
の
電
報
を
送
り
ま
し
た
。

全
国
交
通
労
働
災
害
対
策
協

む
ち
う
ち
♂
班
と
懇
談

　

全
国
交
通
・
労
働
災
岩
鍵
協
議

会
（
全
交
災
）
は
、
去
る
五
月
十
日

慈
恵
医
大
の
会
議
室
で
、
厚
生
省
の

　

「
む
ち
う
ち
症
研
究
班
」
の
伊
丹
教

授
（
慈
恵
医
大
）
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
伊
丹
教
将
Ξ
共
に
治

療
研
究
に
あ
た
っ
た
六
名
の
医
師
も

出
席
し
、
昭
和
四
十
二
年
以
降
現
在

健
保
は
修
正
で
な
く
廃
案
に

日
患
・
関
信
地
方
協
代
表
が
国
会
要
請

　

国
会
の
会
期
問
題
を
め
ぐ
る
動
き
が
緊
迫
し
て
い
た
五
月
十
八
日
、
日
本
思
者
同
罪
は
、
「
健
保
改
悪
反
対

中
央
行
動
を
行
い
、
関
東
信
越
地
方
協
代
表
二
十
一
名
か
参
加
し
、
「
健
保
か
廃
案
に
」
の
要
請
會
を
も
ち
、

衆
・
参
の
各
野
党
議
員
（
社
会
労
動
委
員
会
）
二
十
七
名
を
訪
ね
要
謂
し
奔
レ
だ
。

　

午
前
十
一
時
、
衆
議
院
面
会
所
に

あ
つ
ま
っ
た
代
表
は
、
野
口
地
方
協

議
長
の
激
励
、
小
林
総
務
部
長
よ
り

情
勢
報
告
を
う
け
た
後
三
班
に
わ
か

れ
、
衆
・
参
の
議
員
会
館
に
野
党
の

社
労
委
員
を
訪
問
し
、
「
健
保
が
改

悪
さ
れ
た
ら
公
費
医
療
の
改
悪
は
必

至
。
こ
れ
で
は
、
思
者
か
ら
病
気
を

治
す
権
利
を
う
ば
う
も
の
」
。
ま
た

　

「
給
食
費
負
椙
千
円
を
四
百
円
、
薬

代
一
率
百
五
十
円
に
す
る
な
ど
の
修

正
の
動
き
も
き
く
が
、
修
正
で
な
く

ま
で
の
慈
恵
医
大
の
症
例
を
も
と
に

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
の
懇
談
の
中
で
、
伊
丹
教

授
は
、
①
昭
和
四
十
年
頃
か
ら
数
年

間
の
初
期
治
療
は
、
医
師
石
よ
く
わ

か
ら
ず
、
首
の
ヶ
ン
引
等
で
逆
に
難

治
性
に
し
た
、
②
脳
損
傷
の
あ
る
場

合
は
、
整
形
だ
け
で
は
説
明
で
き
な

い
、
③
統
計
的
に
も
、
現
在
の
水
準

か
ら
云
っ
て
難
治
性
の
も
の
は
一
定

の
比
率
で
残
る
な
ど
の
見
解
を
の
べ

ま
し
た
。

　

１
廃
案
め
ざ
し
て
ご
奮
闘
を
」
と
要
請

し
ま
し
た
。

　

日
患
総
務
部
長
小
林
義
雄

｀χ
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廊蜘

　

邑
久
光
明
胃
で
開
か
れ
た
一
九
七

九
年
の
全
息
協
支
部
長
会
議
は
、
十

三
支
部
代
表
の
総
意
に
よ
っ
て
、
長

島
架
橋
促
進
の
特
別
決
議
を
し
ま
し

た
。
愛
生
、
光
明
の
両
施
設
が
あ
る

長
島
（
写
真
一
面
）
は
、
岡
山
県
の

人
間
架
橋
を
長
島
｀
に
是
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

全
患
協
支
部
長
会
議
畝
が
特
別
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ

南
端
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
び
、
本
土

と
最
も
接
近
し
た
地
点
は
、
海
上
五

十
μ
ほ
ど
の
長
い
小
島
で
す
。

　

長
島
架
橋
を
考
え
る
場
合
、
私
は

次
の
三
点
が
要
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
ハ
氏
病
原
養
所
は
、
国
の

隔
離
収
容
政
策
と
し
て
、
人
里
離
れ

た
場
所
や
離
島
に
設
置
さ
れ
ま
し
た

が
、
特
に
長
島
の
場
合
は
］
度
島

に
収
容
さ
れ
た
ら
絶
対
に
出
れ
な
い

岡山の邑久光明園で開かれた全患協26回支部長会議

の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
患
者
に
自
覚

さ
せ
る
た
め
”
長
島
を
選
ん
だ
、
と

当
事
者
は
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
今
日
の
ハ
氏

病
対
策
の
要
点
は
、
国
が
ご
っ
た
政

策
の
歴
史
的
反
省
と
教
訓
か
ら
ま
な

び
、
医
療
と
生
活
を
統
一
し
た
福
祉

行
政
こ
そ
が
重
要
で
す
。
国
の
為
政

者
は
百
論
よ
り
も
、
架
橋
実
現
が
先

決
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
ハ
氏
病

問
題
の
真
の
解
決
は
あ
り
え
な
い
こ

と
を
肝
に
銘
す
べ
き
で
す
。

　

二
点
目
は
生
存
権
の
問
題
で
す
。

一
九
七
六
年
秋
の
大
水
害
の
当
時
島

内
の
道
路
は
寸
断
さ
れ
、
波
浪
の
た

め
夕
食
も
陸
揚
げ
で
き
な
い
で
、
せ

ま
い
部
屋
に
す
し
詰
め
状
態
の
ま

ま
、
夜
明
け
屡
待
っ
た
と
き
の
不
安

は
、
架
橋
実
現
を
訴
え
る
怒
り
と
な

っ
て
今
日
に
生
き
て
い
ま
す
。

　

長
島
架
橋
は
、
孤
島
で
生
活
す
る

思
者
と
職
員
二
千
四
百
人
の
不
安
を

除
き
、
生
命
と
生
活
を
守
る
橋
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
地
域
の
利
益
と
発
展

に
役
立
つ
橋
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
ハ
氏
病
者
の
平
均
年
齢
は
約

五
十
九
歳
、
橋
を
誰
が
一
番
多
く
、

し
か
も
、
な
が
い
期
間
利
用
す
る
か

は
あ
ま
り
に
も
明
ら
か
で
す
。

　

架
橋
は
国
の
責
任
で
実
現
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
く
訴
え
る
と

共
に
、
そ
の
橋
は
地
域
の
利
益
と
発

展
に
役
立
つ
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　

な
お
、
全
患
連
の
山
本
事
務
局
長

が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

令
国
ハ
ン
セ
ン
氏
病
蜃
儡
議
会

　

中
央
粋
量
一
山
田
義
信

心
友
会
の
全
国
交
流
会
沖
縄
で

　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
で

は
五
月
十
二
日
、
座
累
港
区
の
［
増

上
寺
］
に
て
五
四
年
度
第
一
回
全
国

運
営
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
全
国

か
ら
約
八
十
名
の
代
表
が
集
り
、
昨

年
の
総
会
以
後
の
活
動
の
総
括
と
五

十
五
年
度
国
家
予
算
要
求
項
目
の
決

心
臓
病
の
会
全
国
運
営
委
＝
壁
｀
が
決
定

定
を
大
き
な
柱
と
し
て
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
特
に
三
月
に
は
札
幌
に

新
し
い
支
部
の
誕
生
を
見
て
、
又
財

政
の
面
で
も
昨
年
同
期
比
で
若
干
の

向
上
、
と
着
実
昼
則
進
を
全
員
で
確

認
を
し
ま
し
た
。
新
し
く
発
足
を
し

た
「
心
友
会
」
の
強
化
を
め
ぐ
っ
て

職
業
病
の
総
合
対
策
を
求
め

仝
宥
協

　

七
月
東
京
で
総
会
を
開
く

　

全
国
職
業
性
有
害
物
障
害
思
者
協

議
会
（
全
有
協
）
は
、
来
た
る
七
月

八
日
、
東
京
に
お
い
て
第
九
回
総
会

を
開
き
ま
す
。

　

一
昨
年
の
労
災
保
険
法
「
改
正
」

に
よ
っ
て
、
現
在
、
強
行
さ
れ
て
い

る
長
期
療
養
者
に
対
す
る
「
症
状
調

き
で
、
解
雇
に
っ
な
が
る
年
金
移

行
や
労
災
打
切
り
攻
撃
は
、
私
た
ち

の
治
療
と
生
活
、
職
場
復
帰
の
道
を

閉
ざ
し
、
職
業
病
患
者
を
社
会
・
職

場
か
ら
切
り
す
て
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

職
業
病
の
認
定
と
補
償
も
、
き
び

し
い
「
認
定
基
準
」
（
通
達
）
等
で

思
者
が
ふ
る
い
落
さ
れ
、
治
療
す
ら

で
き
ず
、
十
年
以
上
も
認
定
闘
争
を

余
儀
な
ぐ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
解
雇
の
心
配
な
く
、

安
心
し
て
治
療
に
専
念
で
き
て
、
一

日
も
早
く
健
康
を
と
り
も
ど
し
、
職

も
多
数
の
心
友
会
員
の
参
加
を
得
て

活
発
な
討
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
八
月

に
は
心
友
会
の
全
国
交
流
会
が
［
沖

縄
］
で
開
催
を
決
定
、
地
元
心
友
会

が
中
心
に
な
っ
て
準
備
が
す
す
め
ら

れ
て
ま
す
。

場
復
帰
を
実
現
す
る
た
め
に
、
予
防

治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
認
定
、
補
償
な

ど
職
業
病
の
総
合
的
な
対
策
と
改
善

を
め
ざ
し
て
、
さ
ら
に
運
動
を
強
め

る
方
針
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働

の
実
態
、
療
養
の
実
態
か
ら
掘
り
下

げ
て
論
議
を
ふ
か
め
、
今
後
の
運
動

の
展
望
を
き
り
ひ
ら
く
重
要
な
総
会

と
し
て
位
置
づ
け
て
、
準
備
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

全
有
協
青
木
七
郎
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既
発
被
害
者
を
対
象
に

共
産
党
国
会
議
員
団
が
修
正
提
案

　

ス
モ
ン
の
会
全
国
連
絡
協
議
会
や

ク
ロ
ロ
キ
ン
被
害
者
の
会
な
ど
の
強

力
な
訴
訟
運
動
が
社
会
問
題
に
な

り
、
全
国
思
者
団
体
連
絡
協
議
会
の

こ
こ
数
年
来
の
再
三
に
わ
た
る
厚
生

省
へ
の
申
入
れ
や
、
ゆ
た
か
な
医
療

と
福
祉
を
め
ざ
す
全
国
息
者
・
家
族

集
会
ト
実
行
委
員
会
－
が
二
十
二
万

の
請
願
署
名
を
衆
議
院
、
参
議
院
で

採
択
さ
せ
た
運
動
に
よ
っ
て
、
よ
う

や
く
薬
｀
に
よ
る
被
害
者
を
救
済
す

　

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の
受
給
資

格
を
満
た
す
た
め
の
、
特
例
的
な
方

法
と
し
て
、
保
険
料
を
さ
か
の
ほ
っ

て
払
う
こ
と
が
、
昨
年
の
七
月
よ
り

二
年
間
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
特
例
納
付
と
い
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
特
例
措
置
は
、
［
低
所
者
・

失
業
者
・
高
齢
者
の
く
ら
し
と
福
祉

の
危
機
を
打
開
す
る
予
算
要
求
国
民

大
集
会
］
な
ど
の
運
動
に
よ
っ
て
、

る
制
度
化
を
厚
生
省
は
認
め
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
厚
生
省
が
国
会
に
出
し

た
屋
薬
品
副
作
用
被
｀
荻
済
基
金

法
案
」
は
、
三
月
十
七
日
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
の
反
対
に
も
あ
い
、
国

民
的
な
非
難
を
あ
び
て
い
ま
す
。

　

さ
る
五
月
二
十
一
日
、
日
本
共
産

党
、
革
新
共
同
の
国
会
議
員
団
か
ら
、

薬
害
救
済
法
案
に
対
す
る
修
正
案
を

提
案
し
た
事
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
省
が
実
施
に
ふ
み
き
っ
た
も
の

で
す
。

　

特
例
納
付
の
状
況
は
、
昨
年
士

月
末
現
在
で
約
二
四
万
人
が
総
額
約

二
百
億
八
千
万
円
の
保
険
料
を
納
め

て
い
ま
す
。

　

あ
と
一
年
で
、
こ
の
特
例
納
付
の

で
き
る
期
間
が
終
り
ま
す
。
ど
こ
か

ら
も
年
金
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
な

い
人
は
検
討
し
て
は
い
か
か
で
す

か
。

　

そ
の
修
正
案
に
は
、
①
既
発
生
薬

寮
堅
暑
を
対
象
に
す
る
こ
と
②
中

軽
有
望
暑
も
対
象
に
す
る
こ
と
③

救
済
給
付
に
介
護
手
当
、
保
健
福
祉

事
業
を
加
え
る
④
被
害
の
認
定
は
、

被
大
暑
の
意
見
が
反
映
で
き
る
公
的

機
構
を
設
け
さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

特
例
納
付
を
し
受
給
権
を
得
ら
れ

る
人
は
、
①
国
年
の
強
制
加
入
の
人

②
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
、
③

月
額
四
千
円
の
保
険
料
を
払
っ
た
人

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
資
格
期
間
の
短

縮
さ
れ
る
人
な
ど
が
あ
り
、
く
わ
し

く
は
市
町
村
か
本
誌
編
集
部
ま
で
。

あ
な
た
に
も
年
金
が

国
民
年
金
の
特
例
納
付
を
受
付
中

障
害
福
祉
年
金
受
給
が
ふ
え
た

二
回
の
運
動
で
2
0
万
増

　

障
害
福
祉
年
金
に
二
級
を
新
設
さ

せ
た
の
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
国
会

で
す
。
こ
の
二
級
新
設
に
精
力
的
に

運
動
を
す
す
め
た
の
が
日
本
思
者
同

盟
で
し
た
。

　

障
害
坏
金
法
改
正
に
成
功
し
、
廃

疾
認
定
日
を
一
年
六
ヵ
月
に
早
め
た

　

医
療
需
要
の
多
様
化
と
医
師
数
の

増
加
が
影
響
し
て
、
開
業
医
の
進
む

方
向
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
ほ
ど
、
東
京
・
北
多
摩
医
堕
″
は

　

「
医
師
の
意
識
調
査
」
を
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
に
は
、
七
六
九
名
の
医
師
を

り
、
通
算
制
度
の
新
設
、
厚
生
年
金

で
始
め
て
事
後
重
症
の
新
設
、
若
齢

老
齢
年
金
の
改
正
な
ど
は
、
障
｀
犀

金
改
正
を
す
す
め
る
会
（
五
十
四
団

体
が
加
入
）
の
運
動
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

こ
ラ
し
た
、
年
金
制
度
の
改
正
運

動
の
系
統
的
発
展
に
よ
っ
て
、
障
害

福
祉
年
金
の
受
給
者
数
は
、
国
民
年

金
の
発
足
（
昭
和
5
6
年
４
月
１
日
）

以
来
ふ
え
つ
づ
け
て
お
り
ま
す
。

対
象
に
し
て
行
い
、
六
四
・
七
％
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
は
、
①
医
師
の
増
加

傾
向
に
対
し
て
九
〇
％
が
、
医
師
の

方
向
（
専
門
医
の
増
加
二
八
％
、
勤

務
医
の
増
加
三
〇
％
、
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
の
定
着
一
八
％
）
が
多
凍
化
す

る
と
答
え
て
い
ま
す
、
②
過
去
一
年

間
の
医
療
総
収
入
は
、
百
万
円
未
満

が
一
四
％
、
百
万
～
二
百
万
が
二
八

％
と
多
く
、
二
百
万
～
三
百
万
円
は

　

例
え
ば
、
昭
和
4
0
年
末
二
九
万
二

千
人
、
昭
和
四
十
八
年
末
四
十
万
千

人
、
昭
和
四
十
七
年
末
は
四
四
万
七

千
人
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
五
五
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
級
新
設
ご
の
二
年
間
で
約
一
五

万
の
受
給
者
が
ふ
え
ま
し
た
。
昭
和

五
十
一
年
、
五
十
二
年
改
正
で
約
五

万
人
余
の
受
給
者
が
新
し
く
ふ
え
ま

し
た
。

二
Ｉ
％
に
な
っ
て
い
ま
す
、
③
医
師

の
労
働
時
間
と
診
察
思
者
数
に
つ
い

て
は
、
①
労
働
時
間
に
対
し
て
は
、

理
早
こ
す
る
診
療
時
間
は
六
時
間
ま

で
が
六
二
％
と
多
い
、
②
一
日
の
診

療
思
者
数
で
は
、
五
十
名
以
内
が
六

二
％
、
五
十
名
か
ら
百
名
が
二
八
％

と
多
く
、
理
想
の
診
療
思
者
数
に
つ

い
て
は
一
日
四
十
名
以
内
が
六
九
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
業
医
の
選
択

す
る
道
は
せ
ば
め
ら
れ
そ
う
で
す
。

身
近
な
開
業
医
減
少

北
多
摩
医
師
会
が
意
識
調
査
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健
保
・
公
費
改
悪
反
対
で
国
会
に
請
願

　
　
　
　
　
　

全
国
患
者
・
家
族
集
会
実
行
委
員
会

　
　

健
保
で
m
m
つ
け
れ
ば
、
最
低
一
万
、
最
高
二
万
円
の
一
郎
負
担

　

を
と
る
と
い
う
悪
評
高
い
健
保
法
案
に
思
者
・
家
庭
口
体
が
こ
ぞ
っ
て

　

反
対
。
健
保
が
か
わ
れ
ば
公
費
医
震
制
度
も
改
讐
侃
る
と
圏
巴
請

　

願
し
ま
し
た
。
第
二
次
誘
胆
は
、
五
月
三
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

五
月
十
日
、
五
十
二
団
体
が
加
入

　

請
願
は
、
各
党
で
構
成
し
、
健
保

の
「
全
国
思
者
・
家
族
集
会
ト
実
行
問
題
な
ど
を
担
当
す
る
社
会
労
働
委

委
員
会
－
」
は
、
健
康
保
険
の
改
悪
員
会
の
衆
・
参
委
員
二
十
三
名
に
請

案
に
反
対
す
る
請
願
を
衆
議
院
議
願
の
紹
介
と
健
保
法
案
の
廃
案
を
要

長
、
参
議
院
議
長
に
行
い
ま
し
た
。
請
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

　

こ
の
請
願
に
は
、
長
宏
代
表
幹
事
は
別
項
の
通
り
で
す
。

や
幹
事
の
ほ
か
、
人
工
透
析
、
パ
ー

　

長
宏
代
表
幹
事
は
総
括
に
あ
た
っ

キ
ン
ソ
ン
氏
病
、
結
核
、
肝
炎
、
職
で
［
民
社
に
修
正
の
動
き
も
あ
吋
楡

業
病
な
ど
難
治
性
患
者
の
団
体
十
八
雑
な
状
況
で
す
。
運
動
を
広
げ
る
事

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　

が
重
要
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

各
党
議
員
の
約
束

　

森
下
元
晴
議
員
（
自
）
は
「
患
者

負
担
に
つ
い
て
は
、
小
額
の
場
合
は

命
莽
田
し
て
も
ら
う
の
が
、
立
法
の
趣

旨
だ
。
然
し
、
福
祉
は
別
だ
と
思
う
」
。

　

村
山
富
市
議
員
（
社
）
は
「
今
国

会
で
健
保
は
通
さ
な
い
。
延
長
に
な

っ
て
も
だ
」
。

　

越
智
伊
平
議
員
（
自
）
秘
書
は

「
議
員
本
人
は
個
人
的
に
は
健
保
に

賛
成
し
て
い
な
い
。
積
極
的
に
通
す

意
志
は
な
い
よ
う
だ
」

　

古
寺
宏
議
員
（
公
）
秘
書
は

　

「
健
保
は
抜
本
的
な
改
正
が
必
要
だ

と
思
う
」
。

　

米
沢
隆
議
員
（
民
）
の
秘
書
は

　

「
党
大
会
ご
態
度
を
き
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
≒

　

浦
井
洋
議
員
（
共
）
の
秘
書
は

「
共
産
党
は
廃
案
を
め
ざ
し
て
頑
張

っ
て
い
る
。
民
社
な
ど
一
部
修
正
案

を
出
す
動
き
も
あ
る
よ
う
だ
」
。

　

工
藤
晃
議
員
（
新
自
ク
）
は

　

「
健
保
に
は
反
対
だ
」
。

　

向
山
一
人
議
員
（
自
）
秘
書
は

　

「
向
山
は
個
人
的
に
は
反
対
だ
と
い

　

っ
て
い
る
」
。

　

戸
井
田
三
郎
（
自
）
の
秘
書
は

　

「
皆
さ
ん
の
要
望
は
伝
え
ま
す
」
。

　

枝
村
要
作
議
員
（
社
）
は
「
色
々

と
修
正
の
動
き
は
あ
る
が
問
題
に
な

ら
ん
」
。

　

大
原
亨
議
員
（
社
）
秘
書
は

　

「
請
願
を
紹
介
す
る
」
。

　

金
子
み
つ
議
員
（
社
）
は
「
修
正

に
は
応
じ
な
い
」
。

　

草
川
昭
三
議
員
（
公
）
は
「
健
保

は
抜
本
改
正
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
」
。

　

田
中
美
智
子
議
員
（
共
・
革
）
は

　

「
健
保
は
廃
案
を
め
ざ
し
て
い
る
。

福
祉
後
退
は
く
い
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
。
以
上
、
各
議
員
さ
ん
か
ら

約
束
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
国
憲
法
の
精

神
に
し
た
が
い
、
児
童
に
対
す
る
正

し
い
観
念
を
確
立
し
、
す
べ
て
の
児

童
の
幸
福
を
は
が
る
た
め
に
、
こ
の

憲
章
を
定
め
る
。

　

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。

　

児
童
ほ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
重

　
　

ん
ぜ
ら
れ
る
。

　

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
な
か
で
育

　
　

て
ら
れ
る
。

　
　
　

一
、
す
べ
て
の
児
童

　

は
、
心
身
と
も
に
健
や

　

か
に
う
ま
れ
、
育
て
ら

　

れ
、
そ
の
生
活
を
保
障

　

さ
れ
る
。

　
　

二
、
す
べ
て
の
児
童

　

は
、
家
庭
で
、
正
し
い

　

愛
情
と
知
識
と
技
術
を

　

も
っ
て
育
て
ら
れ
、
家

　

庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童

　

に
は
、
こ
れ
に
か
わ
る

　

環
境
か
与
え
ら
れ
る
。

　
　

三
、
す
べ
て
の
児
童

　

は
、
適
当
な
栄
養
と
庄

　

居
と
被
服
が
与
え
ら
れ

　

ま
た
、
疾
病
と
災
害
か

　

ら
ま
も
ら
れ
る
。

　
　

四
。
す
べ
て
の
児
童

　

は
、
個
性
と
能
力
に
応

　

じ
て
教
育
さ
れ
、
社
会

　

の
一
員
と
し
て
の
責
任

　

を
自
主
的
に
果
す
よ
う

　

に
、
み
ち
び
か
れ
る
。

　

五
、
す
べ
て
の
児
童

は
、
自
然
を
愛
し
、
科

学
と
芸
術
を
尊
ぶ
よ
う

に
、
み
ち
び
か
れ
、
ま

た
、
道
徳
的
心
情
が
つ

ち
か
わ
れ
る
。

　

六
、
す
べ
て
の
児
童

は
、
就
学
の
み
ち
を
確

今年は国際児童年

児童憲
1951年５月５日に制定

保
さ
れ
、
ま
た
、
十
分

に
整
っ
た
教
育
の
施
設

を
用
意
さ
れ
る
。

　

七
、
す
べ
て
の
児
童

は
、
職
業
指
導
を
受
け

る
機
会
が
与
え
ら
れ

る
。

　

八
、
す
べ
て
の
児
童

は
、
そ
の
労
働
に
お
い

て
、
心
身
の
発
育
が
阻

害
さ
れ
ず
、
教
育
を
受

け
る
機
会
を
失
わ
れ
ず

ま
た
、
児
童
と
し
て
の

生
活
が
さ
ま
た
げ
ら
れ

な
い
よ
う
に
、
十
分
保

護
さ
れ
る
。

　

九
、
す
べ
て
の
児
童

は
、
よ
い
遊
び
場
と
文

化
財
を
用
意
さ
れ
、
わ

る
い
環
境
か
ら
ま
も
ら

れ
る
。

　

十
、
す
べ
て
の
児
童

は
、
虐
待
・
酷
使
・
放

任
そ
の
他
不
当
な
取
扱

い
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。

あ
や
ま
ち
を
お
か
し
た

児
童
は
、
適
切
に
保
護

指
導
さ
れ
る
。

　

十
一
、
す
べ
て
の
児

童
は
、
身
体
が
不
自
由

な
場
合
ま
た
は
、
精
神

の
機
能
が
不
十
分
な
場

合
に
、
適
切
な
治
療
と

教
育
と
保
護
が
与
え
ら

れ
る
。

　

十
二
、
す
べ
て
の
児

童
は
、
愛
と
ま
こ
と
に

よ
っ
て
結
ば
れ
、
よ
い

国
民
と
し
て
人
類
の
平

和
と
文
化
に
貢
献
す
る

よ
う
に
み
ち
び
か
れ
る
。
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障
害
者
の
車
は
半
額

有
料
道
路
料
金
６
月
か
ら
割
引

　

障
害
者
の
ぱ
あ
い
は
、
有
料
道
路

料
金
が
六
月
一
日
よ
り
、
特
別
割
引

き
に
な
り
ま
す
。

　

障
｀
暑
団
体
な
ど
の
運
動
に
よ
っ

て
、
よ
う
や
く
、
建
設
省
、
運
輸
省

が
二
十
一
日
、
日
本
道
路
公
団
な
ど

関
係
団
体
の
申
請
を
認
め
た
も
の
で

す
。

　

特
別
割
引
率
は
五
割
で
、
適
用
を

受
け
る
の
は
、
①
下
肢
ま
た
は
体
幹

不
自
由
に
よ
る
歩
行
機
能
を
失
っ
た

も
の
、
②
足
の
代
り
に
自
分
で
運
転

す
る
乗
用
車
（
営
業
用
は
除
外
）
と

い
う
条
件
つ
き
で
す
。

　

割
引
き
方
法
は
、
市
区
町
村
で
割

引
証
を
も
ら
い
、
有
料
道
路
の
料
金

所
に
身
障
手
帳
を
み
せ
て
割
引
料
金

を
支
払
い
ま
す
。

　

割
引
き
を
実
施
す
る
道
路
は
、
日

本
道
路
公
団
な
ど
四
つ
の
道
路
公
団

と
地
方
道
路
公
社
が
所
有
す
る
一
般

有
料
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
富
山
県
道
路
公
社
所
有

の
「
立
山
有
料
道
路
」
は
、
手
続
き

が
お
く
れ
て
七
月
以
降
に
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

さ
さ
や
か
な
措
置
で
す
が
、
重
度

障
害
者
も
い
く
ら
か
有
料
道
路
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
４
時
間
チ
ャ
リ
テ
。
Ｉ

全
患
連
な
ど
に

入
浴
車
な
ど
希
望
募
集

　

こ
の
ほ
ど
、
日
本
テ
レ
ビ
の
「
ｗ
一

時
間
テ
レ
ビ
ー
チ
″
リ
テ
″
－
委
員

会
か
ら
、
全
恩
連
に
手
紙
が
と
ど
き

ま
し
た
。

　

そ
の
手
紙
に
は
、
昨
年
の
「
2
4
時

間
テ
レ
ビ
・
愛
は
地
球
を
救
う
」
の

募
金
が
十
一
億
八
千
万
円
に
達
し
た

こ
と
と
、
今
年
も
八
月
二
十
五
・
二

士
八
日
の
両
日
「
2
4
時
間
テ
レ
ビ
・

愛
は
地
球
を
救
う
２
」
を
放
送
す
る

こ
と
が
誉
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
登
暦
顕
最
の
施
設
・
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
、
①
ね
た
き
り
老
人

の
た
め
の
入
浴
車
、
②
障
害
児
（
言

の
た
め
の
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
、
③
電

動
車
イ
ス
を
希
望
す
る
場
合
は
、
チ

t
－
リ
テ
″
ｌ
委
員
会
ま
で
申
し
込
む

よ
う
に
轡
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

全
悪
連
で
は
、
各
団
体
に
連
絡
を

と
り
相
談
し
て
い
ま
す
。

i
W
W
.
.
.
.
≫
≫
≫
.
.
v
≪
v

流本

ル
ク
リ
ン
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
結
核
予
た
か
は
、
自
民
党
政
府
が
、
東
京
だ
」
と
し
、
福
祉
の
一
部
見
直
し

>vv>＼＼＼＼＼＼>-.

　

今
年
度
の
東
京
都
の
予
算
は
、

例
年
に
な
く
七
月
ま
で
の
四
ヵ
月

予
算
し
か
組
ま
れ
て
い
な
い
。

　

そ
の
事
で
、
恵
示
は
大
問
題
が

起
き
て
い
る
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
づ
、
七
月
以
後

は
、
①
小
児
慢
性
疾
病
（
難
病
）

防
の
た
め
の
補
助
、
④
予
防
接
種
都
に
対
し
、
問
題
ご
と
に
「
東
京

に
よ
る
被
｀
暑
の
医
原
費
無
料
、
都
は
福
祉
を
バ
ラ
マ
キ
過
ぎ
る
」

⑤
生
活
保
護
者
の
入
浴
券
や
水
道

料
無
料
、
⑥
障
｀
翼
の
福
祉
手
当

七
千
円
、
⑦
障
｀
暑
（
児
）
の
医

と
い
っ
て
は
、
補
助
金
や
交
付
金

を
削
臓
し
て
き
た
た
め
に
、
恵
示

都
財
政
を
赤
字
に
追
い
こ
み
、
つ

東
京
の
福
祉
と
運
動

療
費
無
料
な
ど
か
ら
、
保
育
料
補

助
、
私
立
高
校
生
へ
の
補
助
、
中

小
企
業
融
資
な
ど
が
打
切
ら
れ
た

り
、
ヵ
。
卜
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

’
の
医
療
費
無
料
の
補
助
、
②
六
五
る
か
ら
で
す
。

い
に
、
四
ヵ
月
予
算
し
か
組
め
な

い
よ
う
に
し
た
。

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　

す
で
に
、
市
長
会
£
剛
村
長

会
は
「
市
町
村
補
助
金
獲
得
貫
徹

運
動
」
を
展
用
し
て
お
り
、
ま
た

一
方
、
障
害
者
や
老
人
、
患
者
団

体
な
ど
が
、
い
っ
せ
い
に
「
福
祉

予
算
の
全
面
復
活
」
運
動
を
展
開

し
て
い
る
。

　

東
京
の
福
祉
が
後
退
す
れ
ば
、

全
国
の
福
祉
に
悪
影
響
を
与
え

　

そ
の
た
め
に
、
福
祉
や
教
育
関
る
。
里
只
都
民
の
運
動
の
成
功
を

係
予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
期
母
后
と
共
に
、
全
国
的
に
福

鈴
木
新
知
事
も
「
赤
字
財
政
の
再
祉
を
向
上
さ
せ
る
運
動
が
必
要
。

ハべゝXMXゝx覧ゝ･1●●争･●●●
･‘･●●・s･ゝxゝXゝχNχχいい，ヽ>vv＼>s;χゝχい･

いMyNχiV.＼v>い●●●~1

一
歳
ぷ
上
の
老
人
医
療
費
、
③
ツ
ベ

　

な
ぜ
、
ぐ
己
だ
事
態
が
起
き
建
が
ヽ
す
べ
て
の
都
政
の
大
前
提
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心臓病児者の

　　

幸せのために

心臓病児者の

　　

幸せのために
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心臓病に関する諸問題を網羅谷
全国心皿病の子供を守る会

申込み

　

全国心臓病の子供を守る会へ
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こ
れ
か
ら
は
リ
ハ
ビ
リ
の
出
番

日
本
理
学
療
法
士
協
会

　

病
気
で
「
マ
ヒ
し
た
体
か
動
く
よ
う
に
な
る
」
。
「
日
常
生
活
も
自
分
で
出
来
る
よ
う
に
な
る
」
医
療
（
リ

ハ
ビ
リ
）
が
、
近
年
進
歩
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
医
療
は
、
薬
や
手
術
中
心
で
リ
ハ
ビ
リ
が
な
か
っ
た
か
、

現
在
は
、
二
千
百
人
の
理
学
療
士
が
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
。
会
長
の
松
村
先
生
を
訪
ね
て
聞
き
ま
し
た
。

長会村松

　

脳
卒
中
患
者
は
、
毎
年
十
七
万
人

ふ
え
て
お
り
、
死
亡
率
も
ト
ヴ
プ
で

国
民
の
不
安
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と

す
る
の
は
勿
論
、
脳
卒
中
に
限
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
患

者
、
障
害
者
や
家
族
が
強
く
求
め
て

い
ま
す
。

保
健
大
学
が
ほ
し
い

　

日
本
理
学
療
法
土
協
会
（
社
団
法

人
）
の
創
立
は
、
一
九
六
六
年
（
昭

和
四
十
一
年
）
七
月
十
七
日
で
、
現

在
会
員
約
二
千
名
で
す
。

　

協
会
の
会
長
で
あ
る
松
村
秩
（
さ

と
し
）
先
生
は
、
国
立
療
養
所
思
丿

病
院
附
属
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
の
第
一
期
生
で
あ
り
、
現
在
は
東

京
都
養
育
院
附
属
病
院
の
理
学
療
法

科
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
会
で
最
も
璽
要
な
課
題
は
、
①

リ
ハ
ビ
リ
大
学
を
我
が
国
に
つ
く
る

こ
と
（
今
は
外
国
留
学
）
、
恵
ｙ
に

都
立
保
健
大
学
（
一
九
八
四
年
開
校

予
定
）
の
設
立
、
②
訪
問
理
学
療
法

の
診
療
報
酬
点
数
化
（
現
在
は
、
病

院
内
で
最
高
一
六
〇
点
、
一
日
十
人

程
度
）
の
実
現
ど
な
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
恵
只
、
板
橋
で
は
、
松

村
先
生
の
勤
務
す
る
病
院
と
板
橋
区

医
堕
″
、
消
防
署
の
三
者
で
、
入
院

で
き
な
い
患
者
を
訪
問
し
、
「
脳
卒

中
リ
ハ
ビ
リ
看
護
軍
楽
を
全
国
に
先

が
け
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
五
十
人
が
リ
ハ
ビ
リ
を

受
け
、
寝
返
り
、
歩
行
、
一
人
排
泄

な
ど
の
効
果
で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

全
人
間
的
復
権
が
目
的

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ー
ノ
と
は
、
普

通
、
社
会
復
帰
と
か
機
能
訓
練
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
ほ
ん
と
ぅ
は
、
「
全

人
間
的
回
復
」
と
か
「
全
人
間
的
復

権
」
と
い
ラ
こ
ら
え
方
が
適
切
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

患
者
が
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
的
に
自
立
（
社
会
、

家
庭
、
経
済
、
職
業
な
ど
の
役
割
や

資
格
）
す
る
の
を
援
助
す
る
の
が
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ー
ノ
で
す
。

　

一

　

病
気
に
よ
っ
て
、
手
、
足
、
体
牡

マ
ヒ
し
た
り
、
動
か
な
く
な
る
と
、
一

日
常
生
活
は
如
こ
よ
り
、
家
事
、
労
・

働
な
ど
の
役
割
や
資
格
が
失
れ
ま

す
。
そ
の
役
割
や
資
格
を
と
り
も
ど

す
の
が
理
学
療
法
で
す
。

　

脳
卒
甲
の
場
合
、
理
学
療
法
で
マ

ヒ
し
た
手
や
足
奮
配
か
す
と
、
手
や

足
か
ら
遊
ん
で
い
る
脳
が
動
き
だ

し
、
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
手
や
足

に
命
令
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
や

が
て
手
も
足
か
齢
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。

都立養育院病院で

　
　

三
月

▲
八
日
社
保
審
（
厚
年
部
会
）

厚
生
年
金
の
五
十
五
年
改
正
を
審

議
開
始
し
、
八
月
ま
で
に
意
見
書

に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。

▲
八
日
中
医
協
支
払
側
委
員

厚
生
省
よ
妁
金
額
徴
収
、
保
険
診

療
の
指
導
、
薬
価
調
査
の
説
明
を

う
け
る
。

1ｊｘＳz･･lぷＸＳ:･･sＳＧ:z‥sＳ:Ｇ:･･=忿剪

年
齢
を
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に

す
る
と
財
政
効
果
二
〇
％
と
発
言

▲
十
五
日
恵
丿
医
師
会
代
議

員
会
を
開
き
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・

ケ
ア
の
確
立
を
方
針
化
し
た
。

▲
二
十
日
中
央
職
安
審
定
年

延
長
奨
励
金
の
増
額
を
答
申
。

▲
十
七
日
日
井
連
薬
害
救
済

法
案
に
反
対
意
見
書
を
櫛
出
、
理

由
は
①
無
過
失
責
任
規
定
が
な
い

■･

*
･
②
Ｌ

医療ニュース

４月３月

･s忿χぶ:･

だ
③
既
発
被
害
者
を
対
象
外
等
。

▲
二
十
八
日
社
保
審
厚
年
部
会

｛
年
金
基
本
懇
の
意
見
内
容
聴
取
。

心
ム
二
十
九
日
参
院
大
蔵
雲
＝

Ｑ
医
師
税
制
と
租
税
改
正
案
を
否
決

か
三
十
日
本
会
議
で
可
決
し
た
。

:
:
i
　
＾
i
t
i
＋
-
日
全
国
民
医
連
医
療

心
費
一
五
こ
ハ
％
引
上
げ
を
厚
相
に

Ｓ
要
求
し
た
。
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゛
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．
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一
一
＠
１
一
一
一
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一
一
●
一
●
″
Ｉ

▲
労
働
省
五
十
二
年
度
の
労
災

保
険
の
概
況
を
李
こ
め
発
表
。
保

険
給
付
額
は
四
千
一
〇
二
億
七
千

万
円
で
一
九
・
六
％
の
増
加
。

▲
十
三
日
中
央
薬
事
審
薬
事

法
改
正
で
答
申
し
た
。

▲
十
四
日
橋
本
厚
相
参
院
予

算
委
会
で
厚
生
年
金
の
支
給
開
始

　
　

四
月

▲
一
日
厚
生
省
国
立
病
院
の

汚
職
関
係
者
を
処
分
し
た
。

▲
二
日
社
保
審
新
年
金
体
系

参
台
年
金
の
再
編
成
を
審
議
。

▲
自
治
省
五
十
二
年
度
国
保
税

　

（
料
）
調
査
の
ま
と
め
発
表
、
高

負
担
へ
の
傾
向
が
判
明
し
た
。

▲
十
日
経
企
庁
五
十
二
年
度

社
会
指
標
発
表
、
国
民
生
活
の
中

で
健
康
不
安
高
率
と
な
る
。
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障
害
年
金
三
級
を
受
給

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

大
変
御
無
沙
汰
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

い
つ
も
気
に
し
て
い
な
が
ら
、
こ

ん
な
に
お
そ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

実
は
私
は
、
昨
年
三
月
に
、
障
害

年
金
を
申
請
し
よ
う
と
思
っ
て
お
電

話
を
し
ま
し
た
千
葉
の
海
保
せ
い
子

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
節
は
、
大
変
に
よ
い
ア
ド
バ

。
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
け

さ
ま
で
、
障
害
年
金
の
三
級
に
該
当

し
ま
し
た
。

　

あ
れ
以
来
、
ず
っ
と
支
給
さ
れ
て

居
り
ま
す
。

　

私
は
、
障
害
年
金
を
い
た
だ
く
よ

う
に
な
っ
て
、
少
し
生
活
に
も
ゆ
と

り
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
病

気
の
方
も
い
く
ら
か
安
定
し
ま
し
た

の
で
、
昨
年
六
月
か
ら
職
場
に
も
出

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

も
ど
う
や
ら
出
動
は
続
い
て
お
り
ま

　
　
　

千
葉
市
海
保
せ
い
子

す
が
、
ど
戸
‥
）
て
も
難
病
で
す
の
で

年
中
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
で
て
ま
い

り
ま
す
。

　

無
理
を
せ
ぬ
よ
う
心
が
け
て
働
い

て
お
り
ま
す
。

　

ほ
ん
と
に
あ
り
が
こ
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
保

健
保
の
薬
代
払
え
な
い

　

役
員
の
皆
さ
ま
ご
苦
労
様
で
す
。

　

実
は
私
、
友
達
か
ら
ぶ
ん
じ
ゃ

と
医
療
」
の
夫
婦
と
も
薬
代
負
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京
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市
一
難
病
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者
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婦
人
科
に
も
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か
っ
て
い
ま
す
。

健
康
保
険
が
改
悪
さ
れ
た
ら
四
万
円

支
払
う
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
払
え

ま
せ
ん
。
女
や
子
供
、
老
人
思
者
が

一
番
犠
牲
を
受
け
る
と
思
い
ま
す
。
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患者運動

　　

勁草書房刊

定価1,200円〒160円
長

　　

宏

　

著

　

本
誌
は
、
全
国
息
者
団
体

連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
患

連
）
の
機
関
誌
で
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
患

者
や
家
族
、
一
般
の
方
々
に

ぜ
ひ
購
読
を
お
す
す
め
く
だ

世界でもめずらしい、といわれる｢患者運動｣
が、なぜ日本だけに発生したのか。
人権意識をもって立ち上った患者運動の現状
と課題を明らかにしています。必読の書。

お申込み現金(切手も可)でお申込み下さい。

全国患者団体連絡協議会東京都清瀬市松山2-13-12

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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全国患者団体連絡協議会加盟組織

〈互療会〉

〒105港区西新僑3－15－10原色版印刷内

　　　

･ 0 3 1433) 16 4 1

《全国交通労働災吝対策協議会》

〒171豊－Ｘ西池袋１－４－５

　　　

曾0 3 (982) 7 3 6 1

《全国腎臆病患者連銘協議会》

〒161新宿区ト薦自3－15－29田沼ビル（第二）

　　　

･ 0 3 (952) 5340

《全国心臓病の子1共を守る会》

〒101 f-代田区神田北乗初町17北東ビル

　　　

會０３ (256) 8 4 2 4

遠国ハンセン氏病患者協議会》

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

≪0423 (94) 15 7 1

〈全国職業僅有害初障吝患者協議会〉

〒171豊易区西池袋３丿7－18清宮荘8号

　　　

･ 0 3 (986) 5938

く日本愚者伺墜

〒180-04清瀬市松山2－13－12

　　　

･0424 (91) 0 0 5 8

〈慢性一靉化炭素中毒愚者会〉

〒151渋谷区千駄ヶ谷1－31－5代々木属院内

　　　

trO493 (24) 1 2 93倹藤宛
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